
令和2年3月4日

公益財団法人　藤井国際奨学財団

令和２年度事業計画書

外国人留学生並びに国内学生に対する奨学金給付事業を行う

（１）令和2年度奨学生33名に対し、奨学金を給付する。

　　 外国人留学生

　　　新規　学部生2名　大学院生4名　　 計 6名

　　　継続　学部生2名　大学院生5名　　 計 7名　　　

                                     合計13名

　　 国内学生

　　　新規　学部生15名　　　　　　　　 計15名

　　　継続　学部生 5名　　　           計 5名　　　

                                     合計20名

　　 給付する奨学金は次の通り（合計金額　1500万円/年）

　　　外国人留学生　　60万×13名 ＝ 780万円 

　　　国内学生　　　　36万×20名 ＝ 720万円

（２）2021年度(令和3年度)の奨学生募集を行う

　　　募集規模、予算の見通しを、本年5月頃の決算理事会で議決する。

      2021年度(令和3年度)についても、引き続き国内学生に対する奨学給付事業の

　　　充実を図る。

　　　2021年度(令和3年度)　奨学生の募集日程は、以下の通りとする。

　　　　　募集案内　　2020年9月頃に大学窓口に発送予定

　　　　　書類選考　　11月頃

　　　　　面接選考　　11月頃

令和2年度交流会の開催　10月頃の予定

　　　前年同様の計画とするが、詳細については事務局で立案し、理事長が決定する。

財団の広報活動を行う

　　　（１）広報誌「かけはし」12号の発刊（本年12月頃）

　　　（２）ホームページの定期的な変更[平成31年度(令和元年度)の決算確定後を予定]

以上　　



令和２年度　収　　支　　予　　算　　書（正味財産増減ベース）
（令和2年4月1日～令和3年3月31日まで）

公益財団法人　藤井国際奨学財団

単位（円）

科　　　　目 今年度予算額 前年度予算 増　減 備　　　　考
Ⅰ 一般正味財産の部

1. 経常増減の部
（１）経常収益
①基本財産運用益
　　受取利息 0 0 0
　　受取配当金振替額 17,350,000 16,985,000 365,000
②特定資産運用益
　　受取利息 450,000 450,000 0
③一般財産運用益
　　受取利息 0 0 0
経常収益計 17,800,000 17,435,000 365,000
（２）経常費用 0
①事業費 0
　　奨学金支給支出 15,000,000 14,760,000 240,000
　　奨学生旅費交通費 150,000 340,000 △ 190,000
　　研修・交流会費 450,000 450,000 0
　　機関誌作成費用 10,000 10,000 0
　　給料手当 0 800,000 △ 800,000 従事比率により按分

　　福利厚生費 30,000 60,000 △ 30,000 従事比率により按分

　　支払家賃 264,000 0 264,000
　　運搬通信費 190,000 190,000 0
　　会議費 50,000 60,000 △ 10,000
　　旅費交通費 100,000 150,000 △ 50,000 従事比率により按分

　　消耗品費 50,000 10,000 40,000
　　事業諸謝金 330,000 330,000 0
　　雑費 100,000 100,000 0

小　　計 16,724,000 17,260,000 △ 536,000
②管理費
　　会議費 130,000 130,000 0
　　旅費交通費 80,000 80,000 0 従事比率により按分

　　給料手当 0 400,000 △ 400,000 従事比率により按分

　　福利厚生費 30,000 30,000 0 従事比率により按分

　　公租公課 10,000 10,000 0
　　消耗什器備品費 70,000 10,000 60,000
　　図書費 30,000 30,000 0
　　諸謝金 30,000 0 30,000
　　顧問料 660,000 648,000 12,000
　　雑費 150,000 100,000 50,000

小　　計 1,190,000 1,438,000 △ 248,000
経常費用計 17,914,000 18,698,000 △ 784,000

基本財産評価損益等 0 0 0
特定資産評価損益等 0 0 0
評価損益等計 0 0 0

　当期経常増減額 △ 114,000 △ 1,263,000 1,149,000
2. 経常外増減の部

（１）経常外収益
経常外収益計 0 0 0

（２）経常外費用
経常外費用計 0 0 0

当期経常外増減額 0 0 0
当期一般正味財産増減額 △ 114,000 △ 1,263,000 1,149,000

一般正味財産期首残高 305,334,996 307,120,200 △ 1,785,204
一般正味財産期末残高 305,220,996 305,857,200 △ 636,204

Ⅱ 指定正味財産増減の部
基本財産運用益
　　　　　受取利息
　　　　　受取配当金 14,585,000 16,985,000 △ 2,400,000
基本財産評価損益等
　　　　　基本財産評価損益
一般正味財産への振替額 △ 17,350,000 △ 16,985,000 △ 365,000

当期指定正味財産増減額 △ 2,765,000 0 △ 2,765,000
指定正味財産期首残高 1,660,666,935 1,608,759,795 51,907,140
指定正味財産期末残高 1,657,901,935 1,608,759,795 49,142,140

Ⅲ 正味財産期末残高 1,963,122,931 1,914,616,995 48,505,936



令和２年度　収支予算書内訳（正味財産増減ベース）
（令和2年4月1日～令和3年3月31日）

公益財団法人　藤井国際奨学財団

（単位：円）

科　　　　目 公益目的事業会計 法人会計 合計予算額 備　　　考
Ⅰ 一般正味財産の部

1. 経常増減の部
（１）経常収益
①基本財産運用益
　　受取利息 0 0 0
　　受取配当金振替額 15,962,000 1,388,000 17,350,000
②特定資産運用益
　　受取利息 414,000 36,000 450,000
③一般財産運用益
　　受取利息 0 0 0
経常収益計 16,376,000 1,424,000 17,800,000
（２）経常費用
①事業費
　　奨学金支給支出 15,000,000 15,000,000
　　奨学生旅費交通費 150,000 150,000
　　研修・交流会費 450,000 450,000
　　機関誌作成費用 10,000 10,000
　　給料手当 0 0
　　福利厚生費 30,000 30,000
　　支払家賃 264,000 264,000
　　運搬通信費 190,000 190,000
　　会議費 50,000 50,000
　　旅費交通費 100,000 100,000
　　消耗品費 50,000 50,000
　　事業諸謝金 330,000 330,000
　　雑費 100,000 100,000
②管理費
　　会議費 130,000 130,000
　　旅費交通費 80,000 80,000
　　給料手当 0 0
　　福利厚生費 30,000 30,000
　　公租公課 10,000 10,000
　　消耗什器備品費 70,000 70,000
　　図書費 30,000 30,000
　　諸謝金 30,000 30,000
　　顧問料 660,000 660,000
　　雑費 150,000 150,000
経常費用計 16,724,000 1,190,000 17,914,000
基本財産評価損益等 0
特定資産評価損益等 0
評価損益等計 0 0 0

　　当期経常増減額 △ 348,000 234,000 △ 114,000
2. 経常外増減の部
（１）　経常外収益 0 0 0
（2）　経常外費用 0 0 0

当期経常外増減額 0 0 0
当期一般正味財産増減額 △ 348,000 234,000 △ 114,000
一般正味財産期首残高 285,715,183 19,619,813 305,334,996
一般正味財産期末残高 285,367,183 19,853,813 305,220,996

Ⅱ 指定正味財産増減の部
基本財産運用益
　　　　　受取利息
　　　　　受取配当金 13,418,200 1,166,800 14,585,000
基本財産評価損益等
　　　　　基本財産評価損益
一般正味財産への振替額 △ 15,962,000 △ 1,388,000 △ 17,350,000
当期指定正味増減額 △ 2,543,800 △ 221,200 △ 2,765,000
指定正味財産期首残高 1,546,083,580 114,583,355 1,660,666,935
指定正味財産期末残高 1,543,539,780 114,362,155 1,657,901,935

Ⅲ 正味財産期末残高 1,828,906,963 134,215,968 1,963,122,931



資金調達、設備投資の見込みについて

（令和2年4月1日～令和3年3月31日）

1 資金調達の見込みについて

なし

２ 設備投資の見込みについて

なし


